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　近年の少雪により、海岸部に配置されているロータリ除雪車の可動時間が少なくなって

きており、有効利用されないまま車両が更新されています．

　そこで、除雪トラックの機能とロータリ除雪車の機能を1台の車両に持たせ、日降雪量が

40cm程度の地域に対応したr多機能除雪車」を開発することにより、トラック作業と

ロータリ作業を可能にし、車両の有効利用を図りました。

①多機能除雪車は除雪トラックをベース車両としています。除雪トラックによるプラウ

　作業後、簡易脱着機構によりプラウを取り外し、ロータリ除雪装置と交換します。脱着

　作業にかかる時間は約40分です。

②トラック作業時は、通常の除雪トラックと同様にエンジンの動力をトルクコンバータを

　介して車輪に伝える機械駆動方式で走行し、25km／h程度での作業を行います。

③ロータリ作業時の走行は、エンジンの動力を油圧ポンプ、油圧モータを介して車輪伝える、

　油圧駆動方式とし、0～5km／hの低速走行での作業が可能です。

④バス停や交差点の除雪を行いやすくするため、ロータリ除雪装置はサイドスライドや

　アングリングする機能があります．

除雪トラック作業

路面整正併用作業

プラウ
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除雪トラック

ロータリ除雪装置

回送時

直線・バス停作業時

勢

ランプ交差点作業時



・薦録蓼

　ベース車両の除雪トラックとプラウ又はロータリ除雪装置の脱着は、位置合わせが簡単な

構造となっており、除雪のオペレータ3名で特殊な工具を用いることなく約40分で作業を

行うことができます

除雪トラック側の接続部分

装置側の接続部分
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ロータリ作業に適応した低速走行を可能と

しています。（青色部分）

　実際の除雪作業は、直線やバス

停部ではサイドスライド機構のみ

使用します。ランプや交差点部で

はサイドスライド機構に加え、

アングリング機構を使用して作業を

行います。また、グレーダー装置を

併用し、こぼれ雪処理を行う事が

可能です。
直線・バス停部の除雪
（サイドスライドのみ）

　　ランブ・交差点部の除雪
（サイドスライド＋アングリング）
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